
10-1.別表「品質管理基準及び規格値」（管路施設工事、処理場・抽水施設工事共通）

　土の粒度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２０４

　土の液性限界試験
　ＪＩＳ　Ａ　１２０５

　土の塑性限界試験

　現場ＣＢＲ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２２２

　突固めによる土の締固め試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２１０
［最大乾燥密度（ρdmax）］

　砂置換法による土の密度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２１４
［締固めた土の乾燥密度（ρd）］

　修正ＣＢＲ試験 　舗装調査・試験法便覧による

　土の粒度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２０４

　

◎
　土の液性限界試験

　ＪＩＳ　Ａ　１２０５
　土の塑性限界試験

　土の物理試験 　ＪＩＳ　Ｋ　０１０２

（六価クロム溶出試験）

　現場ＣＢＲ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２２２

○
　簡易貫入試験 　舗装調査・試験法便覧による

　突固めによる土の締固め試験
［最大乾燥密度（ρdmax）］ 　ＪＩＳ　Ａ　１２１０

　砂置換法による土の密度試験
［締固めた土の乾燥密度（ρd）］ 　ＪＩＳ　Ａ　１２１４

　セメントの物理試験 　ＪＩＳ　Ｒ　５２０１
◎
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

材

料
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写 真 管 理
基 準

(1)材料の使用前 19㎜ふるい通過質量
「試験成績表」を提出する。 90～100%

425μmふるい通過質量

10～90%

75μmふるい通過質量
0～25%

レキの最大寸法
25mm

塑性指数PI≦10
（425μmふるい通過分）

締固め度：92.5％以上

締固め度Dc（％）
  =ρd/ρdmax

(1)材料の使用前 30％以上
「試験成績表」を提出する。

19㎜ふるい通過質量   90～100%
425μmふるい通過質量 10～90%
75μmふるい通過質量  0～25%

塑性指数PI≦10
（425μmふるい通過分）

材料の使用前

製造会社の「試験成績表」 検液１ℓにつき0.05mg以下

を提出する。

9％以上

打撃回数：13回以上

締固め度：90％以上

締固め度Dc（％）
  =ρd/ρdmax

材料の使用前

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

試験回数は設計図書の定め又
は監督職員の指示による。

(2)300ｍ3毎及びその端数につ
き１回行う。

300m3毎及びその端数につき１
回行う。

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

300m3毎及びその端数につき１
回行う。

(2)300ｍ3毎及び、その端数に
つき１回行う。

施工面積1,000㎡毎及び、その
端数につき１回行う。

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

試験の結果は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

試験の結果は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

試験回数につき路床部で１回
以上行う。

施工面積1,000ｍ2毎及び、そ
の端数につき１回行う。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０、
ＪＩＳ　Ｒ　５２１１
の規格に適合すること。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

製造会社の「試験成績表」を
提出する。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　コンクリート配合

　アルカリ骨材反応対策

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２
　ＪＩＳ　Ａ　５００５

　ＪＩＳ　Ａ　５０１１－１～４

　骨材の単位容積質量試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０４

　骨材の密度及び吸水率試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０９

　ＪＩＳ　Ａ　１１１０

　ＪＩＳ　Ａ　５００５

　ＪＩＳ　Ａ　５０１１－１～４

　粗骨材のすりへり試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１２１
　ＪＩＳ　Ａ　５００５

　骨材の微粒分量試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０３
　ＪＩＳ　Ａ　５００５

　粗骨材中の軟石量試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１２６

　細骨材の有機不純物試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０５

　細骨材の塩分量試験 　ＪＳＣＥ－Ｃ５０２
　ＪＳＣＥ－Ｃ５０３

　セメントの物理試験 　ＪＩＳ　Ｒ　５２０１

　混和剤の品質試験 　ＪＩＳ　Ａ　６２０４

　フライアッシュの試験 　ＪＩＳ　Ａ　６２０１
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「アルカリ骨材反応抑制対策につい
て」（平成14年７月31日付け国官技第
112号、国港環35号、国空建第78号）」
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

同左

材料の使用前
「試験成績表」を提出する。

ＪＩＳ　Ａ　６２０１の規格
に適合すること。

管理基準（1）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

ＪＩＳ　Ａ　６２０４の規格
に適合すること。

管理項目毎に試験状況
を撮影する。

試験練りの状況を撮影
する。

(2)ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄは、材料の
使用前に製造会社の「試験成
績表」を提出する。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０、
Ｒ　５２１１の規格に適
合すること

管理基準（2）の試験
成績表は、「使用材料
品質等証明書」に添付
し、整備・保管する。

管理基準（2）の「試
験成績表」は、「使用
材料品質等証明書」に
添付し、整備・保管す
る。

管理基準（2）の試験
成績表は、「使用材料
品質等証明書」に添付
し、整備・保管する。

管理基準（1）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

(1)ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ配合
   報告書
配合が異なる毎、工場が異な
る毎に配合計算書等の配合決
定、参考資料を提出する。

(2)監督職員の指示により、配
合を定めるための試験（試験
練り）を行う。

管理基準（1）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

試験状況を撮影する。骨材試験を行う場合は、工事
開始前、工事中１回／６月以
上及び産地が変わった場合。

試験結果は、「品質管
理報告書」に収録す
る。

工事請負共通仕様書（共通）
第２章工事材料の規定によ
る。

配合報告書、試験の結
果は、「品質管理報告
書」に収録する。

(1)変動が認められた場合に行
う。

(1)変動が認められる場合に行
う。

(2)ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄは、材料の
使用前に製造会社の「試験成
績表」を提出する。

(2)材料の使用前に、製造会社
の「試験成績表」を提出す
る。

(1)細骨材は300ｍ3、粗骨材は

500ｍ3につき１回、又は１日
につき１回。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　スランプ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０１

　空気量試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１１６
　ＪＩＳ　Ａ　１１１８
　ＪＩＳ　Ａ　１１２８

　塩化物量試験 　ＪＩＳ　Ａ　５３０８

　圧縮強度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０８

　コアによる強度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０７
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

2.5㎝… ±1㎝
5cm及び6.5cm…±1.5㎝
8cm以上18cm以下…±2.5㎝

±1.5％

21cm…±1.5㎝（呼び強度27
以上で、高性能AE減水剤を使
用する場合は±2㎝）

試験状況を撮影する。

なお、テストピースは打設場
所で採取し、1回につき6本
（σ7…3本、σ28…3本）とす
る。
ただし、脱型用は別途必要数
を採取する。

品質に異常が認められた場合
に行う。

管理項目毎に測定・試
験状況を撮影する。

含有量0.3㎏／ｍ3以下とす
る。

試験状況を撮影する。

試験の結果は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

同一配合のｺﾝｸﾘｰﾄについて150

ｍ3につき１回の割合とする。

１回の試験で得られた３測定
値は、指定した呼び強度の
85％以上。かつ、連続３回の
試験で得られた平均値は指定
した呼び強度以上とする。な
お、試験回数が２回以内とな
る場合には試験結果は呼び強
度以上とする。

同一配合のｺﾝｸﾘｰﾄについて150

ｍ3につき１回の割合とする。

同一の配合のコンクリートに

ついて150ｍ3につきσ7、σ28
それぞれ１回の割合とする。
１回あたり３供試体により試
験を行う。

試験の結果は、「品質
管理報告書」に収録す
る。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　棒鋼の形状寸法、重量
　　材質（化学成分・機械的性質）

　引張試験 　ＪＩＳ　Ｚ　２２０１
　ＪＩＳ　Ｚ　２２４１

　曲げ試験 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４８

　ガス圧接継手外観検査 　目視等
　ノギス等による計測

◎

　ガス圧接継手引張り試験 　ＪＩＳ　Ｚ　３１２０
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

材料の使用前

(1)材料の使用前

検査・試験の結果は、
「鉄筋圧接試験報告
書」に収録する。

試験状況を撮影する。

「規格証明書」等は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

・ふくらみは鉄筋径の
　1.4倍以上

・著しい垂れ下がり、焼き
  割れ、折れ曲がりがなく
　均一なもの

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

ＪＩＳ　Ｇ　３１１２の規格
に適合すること。

鉄筋径毎に供試体の作
成状況、検査状況を撮
影する。

・ふくらみの長さは鉄筋径
　の1.1倍以上

ＪＩＳ　Ｇ　３１１２の規格
に適合すること。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

・供試体の全数が合格する
　こと。

・鉄筋軸心の偏心量は鉄筋
　径の1/5以下

製造会社の「規格証明書」
（品質を含む）又は「試験成
績表」を提出する。

(2)「規格証明書」等のないも
のは試験を行う。

製造会社の「規格証明書」
（品質を含む）又は「試験成
績表」を提出する。

供試体は代表的な鉄筋径につ
いて圧接工1人当たり、自動ガ
ス圧接の場合は2本、手動圧接
の場合は5本作成し実施する。

「規格証明書」等は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

・ふくらみの頂点と圧接部
　のずれは鉄筋径の1/4以下

供試体の全数が母材の規格強
度以上であること。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　ガス圧接継手外観検査 　目視
　ノギス等による詳細外観検査
　（詳細外観検査）

　ガス圧接継手の超音波探傷試験 　ＪＩＳ　Ｚ　３０６２

◎

鉄筋の組立検査 　スケールなどによる測定及び目視

　寸法、外観、化学成分、強度試験 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４１
　（仮設鋼材は除く）

　ＪＩＳ　Ｚ　２２４２

◎ 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４８
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鉄筋位置・継手及び
定着長の位置・長さ

　中心間隔

　かぶり

　有効高さ
　折り曲げ位置
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

　

設計図書の定めによる。

ＪＩＳ　Ｇ　３１０１
ＪＩＳ　Ｇ　３１９２
ＪＩＳ　Ｇ　３１９３
ＪＩＳ　Ｇ　３１９４
の規格に適合すること。

組立後及び組立後長期間経過
した場合に行う。

検査の結果は、「鉄筋
圧接試験報告書」に収
録する。

⑤著しい垂れ下がり焼き割
れ、折れ曲がりなく均一なも
の

検査の結果は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

(１)目視は全数について行
　  う。
(２)詳細外観検査は、圧接
　  箇所数の5％以上につい
    て行う。

製造会社の「規格証明書」を
提出する。

検査数は、１ロットあたり10%
以上とし、１ロットの大きさ
は１作業班が１日に施工した
箇所数とする。なお、自動ガ
ス圧接と手動ガス圧接は別
ロットとする。

目視による検査状況、
詳細検査状況を適宜撮
影する。

①鉄筋軸心の偏心量は、鉄筋
  径の1/5以下

②ふくらみは、鉄筋径
　の1.4倍以上

１ロット毎に検査状況
について撮影する。

鉄筋の組立状況及び、
管理項目毎の測定状況
を適宜撮影する。

±20㎜

0～＋20㎜

試験の結果「規格証明
書」は、「使用材料品
質等証明書」に添付
し、整備・保管する。

なお、合否の判定は、エコー
高24dB以上を不合格とする。

④ふくらみの頂点と圧接部
　のずれは鉄筋径の1/4以
　下

設計寸法の±3％または±30
㎜のうち小さい方の値。ただ
し、かぶりは規定値を確保す
る。

③ふくらみの長さは、鉄筋
　径の1.1倍以上

検査数が30個以上の場合、不
合格数が１個以下であれば当
該ロットを合格とし、検査数
が30個未満の場合は、全数が
合格であれば当該ロットを合
格とする。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　引張り試験 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４１
　（仮設鋼材は除く）

○

　曲げ及び衝撃試験 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４８
　（仮設鋼材は除く） 　ＪＩＳ　Ｚ　２２４２

　鋼溶接部の外観検査
　（仮設鋼材は除く）

　鋼溶接部の超音波探傷試験 　ＪＩＳ　Ｚ　３０６０
◎ 　（仮設鋼材は除く）

　形状寸法、外観・機械的性質 　（高力六角ボルト）
　（仮設鋼材は除く）

◎

　（トルシア形高力ボルト）
　必要とする項目
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

ＪＩＳ　Ｇ　３１０１

ＪＩＳ　Ｇ　３１９２
ＪＩＳ　Ｇ　３１９３
ＪＩＳ　Ｇ　３１９４

の規格に適合すること。

品質を判定できる資料及び
「規格証明書」及び「試
験成績書」を提出する。

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６に適合
すること

(社)日本非破壊検査協会（超
音波検査）認定技 術者が行
う。

試験の回数は製造ロット及び
断面の異なる毎に、質量20ｔ
以下は１回、20ｔを越える場
合は20ｔ毎及びその端数につ
き１回とする。

「規格証明書」等は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

使用目的を達成するための規
格に適合すること

(2)「規格証明書」のないもの
は試験を行う。

溶接継手部の全数について溶
接前、溶接中、溶接後の各工
程毎に行う。

突き合わせ溶接線（溶接長
さ）の10％以上について行
う。

(1)製造会社の「規格証明書」
を提出する。

各工程毎に溶接状況及
び外観検査状況、非破
壊検査状況について適
宜撮影する。

管理項目毎に試験の状
況を撮影する。

「規格証明書」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

検査の結果は、「品質
管理報告書（外観検査
報告書）」に収録す
る。

検査の結果は、「品質
管理報告書（非破壊検
査報告書）」に収録す
る。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　高力ボルト締付検査 　トルクレンチ法
　（仮設鋼材は除く）

◎

　トルシア形ボルト

　土の粒度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２０４

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２

　比重、吸水率、圧縮強さ 　ＪＩＳ　Ａ　５００６
材

料

（

割

り

栗

石

）

材
料
（

再
生
砕
石

：
Ｒ
Ｃ
―

4
0
）

◎

共

通

◎

◎

基

礎

工

材

料
（

砂
）

施

工

鋼

材

（

高

力

ボ

ル

ト

）
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

所要トルクの±10％以内

(1)材料の使用前 0.075mmふるい通過質量
「試験成績表」を提出する。 10%以下

(1)材料の使用前 53㎜ふるい通過質量      100%
「試験成績表」を提出する。 37.5mmふるい通過質量  95～100%

19㎜ふるい通過質量    50～80%
4.75mmふるい通過質量  15～40%
2.36mmふるい通過質量   5～25%

(1)材料の使用前
「試験成績表」を提出する。

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

全数につきピンテールの切断
の確認とマーキングによる外
観検査を行う。（共回り検
査）

(1)継手の全数を検査対象と
し、ﾎﾞﾙﾄ一群当たり本数の
10％以上について実施する。

(2)施工中は、100m3毎及びそ
の端数につき１回行う。

ボルトの締付け及び検
査の状況を適宜撮影す
る。

検査の結果は、「品質
管理報告書（高力ボル
ト管理報告書）」に収
録する。

試験の状況を撮影す
る。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

試験の状況を撮影す
る。

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

「試験成績表」は、
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

試験の状況を撮影す
る。

「試験成績表」は「使
用材料品質等証明書」
に添付し、整備・保管
する。

(2)自動記録計の記録紙による
場合は、原則としてボルト全
数について行う。

「試験成績表」は「使
用材料品質等証明書」
に添付し、整備・保管
する。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。

ＪＩＳ　Ａ　５００６の規格
に適合すること。

管理基準（2）の試験
結果は、「品質管理報
告書」に収録する。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２

◎

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２

◎

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２

◎

　骨材のふるい分け試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０２

　舗装調査・試験法便覧による

　舗装調査・試験法便覧による
　ＪＩＳ　Ａ　５０１５

　舗装調査・試験法便覧による

　舗装調査・試験法便覧による

　舗装調査・試験法便覧による

材
料
（

再
生
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー

ラ

ン

：

Ｒ

Ｃ

―

4
0

）

◎

◎

　土の塑性限界試験

　鉄鋼スラグの一軸圧縮試験

舗

装

工

　ＪＩＳ　Ａ　１２１１

　単位容積質量試験

　水浸膨張性試験

共

通

材
料
（

水
硬
性
粒
度
調
整
鉄
鋼
ス
ラ

グ
：
H
M
S
―

2
5
）

　土の液性限界試験

　修正ＣＢＲ試験

　土の液性限界試験

　鉄鋼スラグの呈色判定試験

材
料
（

粒
度
調
整
砕

石

：

M
―

2
5
）

　修正ＣＢＲ試験

　修正ＣＢＲ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２１１

　ＪＩＳ　Ａ　１２０５

　ＪＩＳ　Ａ　１２０５

　土の液性限界試験
　ＪＩＳ　Ａ　１２０５

　土の塑性限界試験

　修正ＣＢＲ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１２１１

◎

材
料
（

再
生
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー

ラ

ン

：

Ｒ

Ｃ

―

3
0

）
　土の塑性限界試験
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

(1)材料の使用前 53㎜ふるい通過質量      100%

「試験成績表」を提出する。 37.5mmふるい通過質量  95～100%

19㎜ふるい通過質量    50～80%

4.75mmふるい通過質量  15～40%

2.36mmふるい通過質量   5～25%

(1)材料の使用前
「試験成績表」を提出する。

塑性指数ＰＩ≦６

（425μmふるい通過分）

(1)材料の使用前 37.5㎜ふるい通過質量    100%
「試験成績表」を提出する。 31.5mmふるい通過質量  95～100%

19㎜ふるい通過質量    55～85%
4.75mmふるい通過質量  15～45%
2.36mmふるい通過質量   5～30%

(1)材料の使用前
「試験成績表」を提出する。

塑性指数ＰＩ≦６
（425μmふるい通過分）

(1)材料の使用前

「試験成績表」を提出する。

塑性指数ＰＩ≦４

（425μmふるい通過分）

(1)材料の使用前 31.5㎜ふるい通過質量    100%

「試験成績表」を提出する。 26.5mmふるい通過質量  95～100%

13.2㎜ふるい通過質量  60～80%

4.75mmふるい通過質量  35～60%

2.36mmふるい通過質量  25～45%

425μmふるい通過質量  10～25%

75μmふるい通過質量    3～10%

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

試験状況等について撮
影する。

1.5％以下

呈色なし

管理基準(2)の試験結
果は「品質管理報告
書」に収録する。

80％以上
(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

80％以上

工事請負共通仕様書（共通）
第２章工事材料の規定によ
る。

30％以上

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

(2)施工中は、100ｍ3毎及びそ
の端数につき１回行う。

30％以上

1.2Mpa以上

1.50Kg/Ｌ以上

「試験成績表」は「使
用材料品質等証明書」
に添付し、整備・保管
する。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　品質試験 　ＪＩＳ　Ｋ　２２０８

　配合試験

　現場密度試験 　舗装調査・試験法便覧による
　 路盤工

　ＪＩＳ　Ａ　１２１４

　ＪＩＳ　Ａ　１２１０　Ａ・Ｂ法

◎

　現場密度試験 　舗装調査・試験法便覧による
　アスファルト舗装工（基層・表層）

◎

舗

装

工

共

通

施

工

（

プ

ラ

ン

ト

再

生

舗

装

工

）

材
料
（

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
乳
剤
）

施

工

（

路

盤

工

）

◎

材
料
（

再
生
ア
ス
フ
ァ

ル

ト
混
合
物
）

別に定める土木工事施工管理基準　2)
品質管理基準及び規格値の「⑰プラン
ト再生舗装工」の規定による。

◎
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

(1)材料の使用前

(1)材料の使用前

下層路盤工
 最大乾燥密度の93％以上。
 X10    95％以上

 X 6 　96％以上

 X 3 　97％以上

上層路盤工
 最大乾燥密度の93％以上。
 X10　 95％以上

 X 6 　95.5％以上

 X 3 　96.5％以上

（摘要）

 基準密度の94％以上。
 X10　 96％以上

 X 6 　96％以上

 X 3 　96.5％以上

（摘要）

試験状況等について撮
影する。

試験状況等について撮
影する。

10個の測定値の平均値X10が規

格値を満足しなければならな
い。また10個の測定値が得が
たい場合は3個の測定値の平
均値X3が規格値を満足してい

なければならないが、X3が規

格値をはずれた場合は、さら
に3個のデータを加えた平均
値X6が規格値を満足していれ

ばよい。

締固め度は、10個の測定値の
平均値X10が規格値を満足しな

ければならない。また10個の
測定値が得がたい場合は3個
の測定値の平均値X3が規格値

を満足していなければならな
いが、X3が規格値をはずれた

場合は、さらに3個のデータ
を加えた平均値X6が規格値を

満足していればよい。

定期的又は随時
（3,000㎡以下は3個、3,000㎡
を超える場合は1,000㎡に1箇
所とする。）

（ただし、掘削面積が300㎡未
満の場合は監督職員の承諾を
得て省略することができ
る。）

「試験成績表」等は、
「品質管理報告書」に
収録する。

ただし、歩道は基準密度の
92％以上

密度試験は基層、表層
別に測定するのを基本
とするが、やむなく合
成密度によって測定す
る場合は基層、表層の
厚さによる比例配分に
より密度を求めるこ
と。

(2)施工中は、200ｔ毎及びそ
の端数につき「プラント日常
管理試験成績表」を提出す
る。

「試験成績表」等は
「使用材料品質等証明
書」に添付し、整備・
保管する。

（ただし、掘削面積が300㎡未
満の場合監督職員の承諾を得
て省略することができる。）

「試験成績表」等は、
「品質管理報告書」に
収録する。

「配合試験書」は「品
質管理報告書」に収録
する。

「試験成績表」等を提出す
る。

定期的又は随時
（3,000㎡以下は3個、3,000㎡
を超える場合は1,000㎡に1箇
所とする。）

別に定める土木工事施工管理
基準　2)品質管理基準及び規
格値の「⑰プラント再生舗装
工」の規定による。

混合種類毎に「配合設計書」
又はアスファルト混合物事前
審査委員会の「認定書」及び
「混合物総括表」を提出す
る。

舗装施工便覧による。
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区分 工種 種別
管理
区分

試 験 方 法管 理 項 目

　温度測定
　 アスファルト舗装工（基層・表層） 　温度計による。

　スランプ試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０１

　空気量測定 　ＪＩＳ　Ａ　１１１６

　ＪＩＳ　Ａ　１１１８
　ＪＩＳ　Ａ　１１２８

◎ 　圧縮強度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０８

　曲げ強度試験 　ＪＩＳ　Ａ　１１０６
　（道路管理者の指示があるとき）

　塩分量測定 　ＪＩＳ　Ａ　５３０８

施

工

（

プ

ラ

ン

ト

再

生

舗

装

工

）

◎

共

通

施

工

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

）

舗

装

工
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写 真 管 理
基 準

規 格 値 管 理 方 法管 理 基 準

（アスファルト）
現場到着時
初期締固め前：110℃以上
交通開放時　：50℃以下

（ポーラスアスファルト）
現場到着時
初期締固め前：140℃以上
交通開放時　：50℃以下

５cm≦ｽﾗﾝﾌﾟ＜８cm ±1.5cm
８cm≦ｽﾗﾝﾌﾟ≦18cm ±2.5cm

±1.5％（許容差）

4.5Ｎ／mm2以上

0.30kg／m3以下

プラント出荷時のデー
タも添付すること。

測定の記録は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

試験状況等について撮
影する。

１回の試験結果は呼び強度の
85％以上、かつ３回の試験結
果の平均値は呼び強度以上。

原則として、管理基準
毎に測定状況等につい
て撮影する。但し、一
次復旧時・仮復旧時又
は監督職員の承諾を得
た場合は、適宜頻度の
撮影とすることができ
る。

（ただし、掘削面積が300㎡未
満の場合は監督職員の承諾を
得て省略することができ
る。）

測定の記録は、「品質
管理報告書」に収録す
る。

施工箇所で使用する総量が

10m3以上の場合は、試験を行
う。

全ての施工箇所の工種毎で、
かつ、トラック１台毎に現場
到着時、初期締固め前の温度
測定を行う。また、施工箇所
毎で交通開放時の温度測定を
行う。
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